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くすりのなまえ　
第８回　 抗菌剤～細菌の壁を壊す～
　抗菌剤は、経口・注射を合わせると非常に種類が多いです。今回は抗菌剤の中でも細胞壁をターゲットにした経口剤についてまとめてみます。ところで、「抗生物質」という耳慣れた言葉があると思います。抗生物質とは、“微生物が作る他の微生物の増殖を抑制する物質”のことですが、現在は化学的に合成された物質も多数あるので、ここではより広い意味をもつ「抗菌剤」という表現に統一します。
細胞壁をターゲットにした経口抗菌剤は、ペニシリン系・セフェム系などがあります。これらの薬は、細菌の細胞壁が作られるのを阻害します。そのため、細胞の中身を保つことができなくなり、細菌が死滅してしまいます。人間の細胞は細胞壁をもたないので、この種の薬は細菌に選択的に働きます（とはいっても、副作用がないわけではありません）。
それでは、当院に存在する経口ペニシリン系・セフェム系の名前の由来をあげてみましょう。各項目の最後に抗菌剤の略語も載せておきます。
サワシリン：特になし（AMPC）
当院に存在する内服のペニシリン系抗菌剤です。

ケフラール：主成分Cefaclor　飲み薬であることからoral（口の）でケフラール（CCL）
パンスポリンT：広い（Pan）抗菌スペクトルを有するセファロスポリン（sporin）系の錠剤（Tablet）から　(CTM-HE)
メイアクト：MEIJI　＋　Action　→　MEIACT　(CDTR-PI)
フロモックス：シオノギで開発されたFlomoxefをイメージ　(CFPN-PI)
トミロン：記載なし　(CFTM-PI)
以上がセフェム系のお薬です。セフェム系の薬は、一般的には世代で分けられますが、世代が同じでも、菌種によっては抗菌力に差があります。
塩酸バンコマイシン散：一般名「バンコマイシン」より　（VCM）
点滴静注ではメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）の適応ですが、内服ではMRSAとクロストリジウム・ディフィシルによる感染性腸炎(偽膜性腸炎を含む)や骨髄移植時の消化管内殺菌として使います。

抗菌剤といえば耐性菌の存在が切っても切れない関係にあります。これらの薬に対しては、細菌が分解する酵素を産生することや、抗菌剤が結合する部分の構造をかえることにより耐性化を獲得します。悪名高いバンコマイシン耐性腸球菌（VRE）は家畜へのバンコマイシンの乱用から、耐性を獲得して伝播していったと言われています。抗菌剤の乱用が悪い結果を招くのかが、わかる気がしますね。
次回は抗悪性腫瘍剤です。

薬剤師　樋口 昇大　
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